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生物多様性多様性の重要性UP
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*NFT(Non-Fungible Token) ブロックチェーン技術により固有性を示す識別子付与、データの
コピー・改ざんを不可能にすることで高い資産性が生まれる

NFT*としてデジタル資産化

九州大学の生物多様性多様性研究→得に昆虫研究が盛ん

*NFT(Non-Fungible Token) ブロックチェーン技術により固有性を示す識別子付与、データのコピー・改ざんを不可能にすることで高い資産性が生まれる
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標本・資料をNFT化した持続可能なアカデミックエコシステムの提案
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アイディアの社会実装に向けてBug Chainを立ち上げ

これまでの取り組み
・KU VISON PITCH 銅賞
・QREC アイディアバトル 採択
現在
・学術系クラウドファンディングacademistを利用したプロトタイピングに向け準備中

→8月お盆明けごろに公開予定
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将来の展望

昆虫に限らず、他の生物・考古学
などにも応用可能
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